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基礎看護技術教育-のビデオ教材利用の効果

- 学生の無菌操作時の銀画テープ活用-
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TheEffectsoftheIntroductionoftheVideo-tapeRecordertoBasicNursingCareEducation

-TheUseofVideo-ta‡:XStakenat也ePracticeofAsepticH訂ldli喝 TechniquebyStudents-
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TheVideo-taperecorderwasintroducedtotapethesceneofapreliminarytestofstudents'practice

toasepticallyhandlesyrlngeS.

Thesevideo-tapestakenwerereleasedtostudentstowatchandtoreferbacktofortheirself-study.

Studentswereconsequentlydividedintofourgroupsonhowtoutilizethevideo-tapes,Thescoresof

thepreliminaryanLdfinaltestandtheirdifferenceswerestatisticallycomparedbythegroups.

Theresultssuggestedthattheuseofvideo-tapesiseffectivefortheachievementofskillsindelicate

techniquesofnursingcareandespeciallytheutilizationupontheirowninitiativeleadstoamore
successfulresult.
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は じ め に

近年,看護教育の中でも特に技術,態度の教育

にVTRが活用され,｢イメージ化ができ,理解し

やす くなる｣1)という面での有効性が報告されて

いるO

そこで,筆者らは看護技術の中でも重要 と考え

る無菌操作技術の実技テス ト時にVTRを導入し,

その活用効果を検討したいと考えた｡今回は学生

が自分たちの技術を録画したビデオを見ることに

よる学習効果およびビデオの活用方法の違いによ

る効果の差に注目し,検討したので報告する｡

1.研究対象および方法

基礎看護技術の科目終了時の医療技術短期大学

部看護学科 2年次学生77名を対象とした｡研究の

流れは図1の通 りである｡

岡山大学医療技術短期大学部看護学科
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図1 研究の流れ図
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看護技術の講義･実習終了時に学生一人づつ｢無

菌操作-錆子でカスト内の注射器を取 り出し,注

射針をつけるまでの操作をする｣という実技テス

トを行った(以下 1回目テス トという)｡実技テス

トの評価は学生を無作為に6姐に分け,各組 1名

の教官が共通の評価表を用いて行った｡学生も同

じ評価表を用いて,テス ト終了直後に自己評価を

行った｡評価項目は表1の20項目で,20点満点と

した｡この実技テス ト時に3組38名の学生につい

てビデオ録画を行った｡(以下これを学生ビデオと

いう)写真 1は実技テスト時の風景である｡その

後,教官の評価表と学生の自己評価表を学生に返

却し,実技テス トの正解例を示した教官作成の模

範ビデオを視聴させた｡そして,学生ビデオ,模

範ビデオを視聴覚教室に常置し自由に見るよう学

生全月に指示した｡学生ビデオの活用方法に違い

があり学生は以下の4群に分かれた｡学生ビデオ

視聴群は,A群 :教官の指示で自己のビデオを視

聴した,B群 二教官の指示で友人のビデオを視聴

した,C群 :自主的に友人のビデオを視聴したの
3群で,学生ビデオ非視聴群はD群である｡ビデ

オの活用による自己学習後,テス ト内容の予告は

せず再度同様に実技テス ト (以下 2回目テス トと

いう)を行い,学習方法の違いによる学習効果を

検討 した｡

2.結 果

1)1回目および2回目テス トの評価得点

学生77名の 1回目の得点範囲は図2のごとく,

11点から19点まで平均15.1点であった02回目は

15点から20点の範囲で平均18.3点であった｡1回

目･2回目の得点の差の分布は図3のごとくで,

得点の平均を比較すると2回目の方が3.2点上昇

し,t検査で1%以下の危険率で有意の差を認め

た｡なお2回目に得点が下がったものが 3名あっ

た｡
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図3 1回目と2回目の得点の差の分布

6名の教官別に評価 した平均得点には,有意の

差は認められなかった｡また,テス ト時の緊張度

について ｢とても緊張した｣ と答えた学生の数は,

1回目48名 (62.3%)で, 2回目は26名 (34.2%)

であった｡緊張度 と平均得点との間に有意の差は

認められなかった｡

2)評価項目別得点結果

項目ごとに学生ができた割合は表 1のとお りで,

1回目 ･2回目の両方が80%以上であったのは11

項目であった｡この中で2回通 じて100%できたの

は 1項目で ｢19.注射器 と針を清潔にする｣で,

90%以上 と高かったものの中で2, 3, 4,10,

11の項目はいずれも藤子の操作であった｡

1回目は仝月できなかった項目 ｢17.注射器が

不良でないか確かめる｣や,36.4%と低率の ｢6.

カス トを開ける時,滅菌物か確かめる｣等があっ

たが, 2回目は全項目70%以上 となった｡ 1回目

にできた割合が70%台と低率の項目で,伸び率が

悪い項目は ｢5.錬子を持った時先を上に向けな

い｣｢9.注射器を安定 した方法でつかむ｣の2項

目であった｡伸び率が40%以上 と高かった項目は,

｢1.服装を整える｣や ｢6.カス トを開ける時,

滅菌物か確かめる｣｢17.注射器が不良でないか確

かめる｣などの項目である｡

表 1 評価項目別学生のできた割合 (%)

項目 評 価 項 目 1回目A 2回日B 伸び率B-A

1 服装を整える 49.4 92.2 42.8

2 鏑子を取り出すとき,先を閉じて取り出す 94.8 97.4 2.6

3 錦子を取り出すとき,他の銀子に触れない 93.5 96.1 2.6

4 錆子を取り出すとき,甜子立の縁に触れない 96.1 97.4 1.3

5 藤子を持ったとき,先を上に向けない 74.0 72_7 1.3

6 カストを開けるとき,滅菌物か確かめる 36.4 81.8 45.4

7 カストの蓋はつまみをもって開ける 84.4 93.5 9.1

8 カストの蓋は適切な広さ開ける 72.7 93.5 20.8

9 注射器を安定した方法でつかむ 76.6 81.8 5.2

10 銀子が他の注射器に触れない 94.8 92.2 2.6

ll 注射器がカストの縁に触れない 93.5 98_7 5.2

12 注射器を手にとるとき,錆子に触れない 57.1 93.5 36.4

13 注射器の内筒がすべつて落ちない 64.9 88.3 23.4

14 鏑子の先を閉じて甜子立に戻す 87.0 100_0 13.0

15 銀子が他の鈴子.紺子立の綾に触れない 89.6 94.8 5_2.

16 注射器の先を清潔に保つ 63.6 92.2 28.6

17 注射器が不良でないか確かめる 0.0 70.1 70.1

18 注射針を清潔に~取り出す 94.8 100_0 5.2

19 注射器と針を清潔につける 100.0 100,0 0.0

3)ビデオによる学習 と評価得点 較すると表 2のとおりであった｡

学生ビデオの活用方法別の群分けで,得点を比 1回目の得点は,C群が14.3点 と一番低 く,D
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表2 学習方法別平均得点および上昇点

T1-T2 t検定

学生 ビデオ視聴群 52 14.8 ※〕※ 18.4 〕※ 3.6 ※※※〕※芋

A:指示で自分のビテ廿 を視聴 25 15.2 18.5 3.3

B:指示で友人のビデオを視聴 13 14.7 17.8 3.1

C:自主的に友人のビデオを視聴 14 14.3 18.7 4.4

※ P<0.05 ※※ P<0.01
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群の15.8点と比べ有意の差が認められた｡2回目

の得点はC群が18.7点と一番高く,B群の17.8点

と比べ有意の差が認められた｡上昇点ではD群の

2.4に比べ,A群3.3,C群4.4と有意に高かった｡

項目別に,学生ビデオ視聴群,非視聴群につい

て,できた学生の割合の変化を見ると図4のとお

りであり,視聴群においてはできた割合は1回目

より2回目がすべての項目で伸びていた｡非視聴

群では5項目が下がっており,中でも ｢5.錆子

を持った時,先を上に向けない｣｢10.藤子が他の

注射器に触れない｣の2項目の低下率が大きかっ

た｡

視聴群の方で伸びがよかった項目は ｢6.カス

トを開ける時,滅菌物か確かめる｣｢8.カストの

蓋は適切な広さあける｣と5,7の項目で,非視

聴群の方の伸びがよかった項目は ｢12.注射器を

手にとるとき,錆子にふれない｣｢13.注射器の内

筒に触れない｣などであった｡

3.考 察

1)評価得点について

1匝l目より2回目の平均得点が有意に上昇した

ことは,以下の種々の要因が関与していたと考え

られる｡同じ内容で2度行ったこと,教師の作成

した模範ビデオを一斉に見たこと,教官の評価結

果と学生の自己評価を返却し自分の実技の振り返

りをしたこと,また,学生ビデオにより,52名(67.5

%)の学生が再度復習できる機会を持ったことな

どである｡

上昇点が6点,7点と高かった学生8名につい

てみると,全点が学生ビデオを視聴しており,2

回日の平均点が19.1点と高くなっていた｡得点が

下降した学生3名は,1回目得点が平均18.3点で,

学生ビデオを視聴していなかった｡これらのこと

から,ビデオ視聴の有無が2回日の得点に関わっ

ていることがわかる｡また,最初の点が高いこと

から学生自身が安心し,再度の学習の機会を持た

なかった学生は得点が下がることもあることを示

している｡

2)項目毎の評価について

項目別にできた割合についてみると,1回目80

%以上ができ,2回目にも90%以上ができたのは

11項目で,無菌操作としては比較的単純な項目で

あった｡

1回目に0%であった ｢17.注射器が不良でな

いか確かめる｣の項目の評価は,注射器の先が破

損していないか,また内筒の確認をしたかであっ

たが,学生は ｢不良などない｣と思っていたと答

えた｡野々村ら2)の調査で学生が物品確認できな

かつ-た理由に ｢病棟にあるものは清潔｣という考

えがあると述べているが,同じようを認識である

と思われる｡学生が1つ1つの行為を自分で確認

しながら行えるよう指導を強化していくことが重

要であろう｡また,この項目は2回目は70.1%と

伸びたがなお一番低い項目で,学生のできたとい

う評価と,教官のできなかったという評価に特に

差があった項目であった｡

｢確かめる｣という動作は,学生ビデオを振り

返って見ても,教官が評価しにくい場合もあった｡

実技テストにおいては,確認の動作の評価方法を

検討する必要がある｡

伸び率が低い項目で問題と考えるのは ｢5.藤

子を持ったとき先を上に向けない｣と ｢9.注射

器を安定した方法でつかむ｣で, 1度見ればでき

るとは限らず練習を必要とする技術である｡重要

な操作項目については経験を重ね修得できるまで

援助すべきであろう｡

伸び率が高かった ｢1.服装を整える｣の項目

については,学生は例えば無菌操作において予防

衣の袖を整えるといった動作の需要性を最初は認

識できなかったが,学生ビデオで予防衣の袖がカ

ストに触れるのを見たり,模範ビデオの教師の操

作を見てその意味が確実になったと考える｡

｢6.カス トを開けるとき,滅菌物か確かめ

る｣,｢17.注射器が不良でないか確かめる｣の2

項目は,伸び率はよいが2回目にもなお低い項目

であった｡これらの項目はカストの滅菌月日･消

毒孔,注射器の筒先 ･内筒などの確認動作である｡

看護技術においてこの確認操作は常に重視すべき

項目であり,実習の中で習慣づけることが重要で

あると考える｡

3)ビデオ視聴の効果
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学生ビデオ視聴群は非視聴群より得点の上昇点

が高く,A群とC群は統計的にも有意に高いこと

から,学生ビデオ視聴の効果があったといえる｡

しかし,B群では有意の差がないことから,同じ

ように指示されて見るのならば,自己のビデオを

見た方が効果が上がると考える｡

2回目の得点からみると,C群は4群のなかで
最も高く,友人の学生ビデオを視聴しているとい

うことでは同じB群より有意の差で高いことから,

自主的に学習するということの重要性を示してい

るQこのことは吉田ら3)のシーツ交換法における

ビデオ活用の教授 ･学習効果の中で,学生の自主

的な技術の復習やビデオ教材の見直しがなんらか

の形で得点の上昇率に結びついていると述べてい

るのと同様に,自主的な学習行動が学習効果をあ

げたと考える｡また,1回目の得点が最も低かっ

たC群は,自己評価および教官評価により自分の

出来の悪さを自覚し,自主的にビデオを視聴しよ

うとする動機につながったと言える｡すなわち学

生が自己評価を行いながら学習することが,自己

評価能力をより高めていく事につながると考える｡

実際に,学生の感想でも自己の動作に驚き,｢客観

的にみると,よく気づけるので直していける｣,｢滅

菌操作は分かっていたが中途半端であった｣など

と答えた学生が多い｡

項目別評価においては学生ビデオ非視聴群で低

下した項目があったが,中でも低下が目立った項

目は｢5.銀子を持ったとき,先を上に向けない｣

であった｡このことは,学生ビデオ視聴群は,カ

ストを開けるという次の動作をするとき,その動

作に気を取られ,錆子を持った手の方の注意がお

ろそかになり銀子の先が上がるといった技術の未

熟さに気づくことができたのに対し,非視聴群は

気づけなかったと考える｡一方,非視聴群の伸び

がよかった項目は,12,13の項目で銀子で注射器

を持った時の操作であった｡これらは,注射器を

手に取るときに注射器の先や錆子に先に手が触れ

たり,注射器の内筒が滑って抜けるとあわてて内

筒を持ちがちな項目である｡このような手技の内

容によっては,暖味な操作でなく,明解な模範ビ

デオが効果的であることも考えられる｡また模範

ビデオが効果的であったと考えられたのは ｢8.

カストの蓋は適切な広さ開ける｣であった｡学生

の中にはカストの蓋を少しだけ開けて注射器を取

りだしたり,蓋を全部向こう側に倒して開けたも

のがいたが,模範ビデオにより適切な広さが分か

り無菌操作の意味が理解できたと思われる｡

VTRにはカガミ的機能とカンヅメ的機能があ

ると言われている4)｡今回の研究から基礎看護技

術の教育において,教師が何を教えたいか,何を

確実にしたいかという教師側の意図により,カガ

ミ的機能の効果的な活用が必要であると考えた｡

またカンヅメ的機能を適切に利用し,学生にビデ

オ学習を促すことで,さらにより効果的な学習が

期待できることを認めた｡この両方の機能を効果

的に利用することによって看護技術の教育の効果

をあげることが可能である｡

4.結 論

今回,学生の実技テスト時にVTRを導入し,自

分達の技術を振り返る機会を与えて,その学習効

果を検討した｡その結果は以下のとおりである｡

1)無菌操作のような細かな技術の修得には,学

生の技術を鼻画したビデオの活用が効果的で

ある｡

2)学生が動機づけられ,自主的にビデオを視聴

することは効果的な学習につながる｡

3)学生の技術を録画したビデオと模範ビデオを

効果的に活用することが重要である｡

(この論文の要旨は第22回日本看護学合一-看護

教育- において発表した)

参 考 論 文

1)生座本磯美他 :特集 教育教材を授業にどう生かすか

看護過程の授業におけるVTRの有効性,看護展望,

12(3),9-17,1987

2)吉田時子他 :基礎看護技術一一一就床患者のシーツ交換

法 におけるビデオを活用した教授 ･学習効果につ

いて,全国看護教育研究会誌,18号,9-17,1986

3)野々村典子他 :臨床実習場面における無菌操作の評価,

第16回日本看護学合集録 (看護教育),48-50,1985

4)主席正夫他 :視聴覚教材 ･教材の扱い方初級編,明治

図書,1975

5)原華子 :看護教育-のVTR導入の現状と問題点,看

- 94-



基礎看護技術教育へのビデオ教材利用の効果

護教育,24(5),263-268,1983

6)加藤万利子 :看護教育プログラムにおける視聴覚メデ

ィアの位置と展開,看護教育,24(4),215-223,1983

7)河合千恵子 :特集 教育機材を授業にどう生かすか

看護学総論の授業における教育機材について,看護展

望,12(3),28-33,1987

8)嘉手苅英子他 :看護基本技術の修得過程の効果率に関

する研究 (第3報)イメージ形成過程の特徴を視覚化

する評価方法の活用から,日本看護科学会誌,9(3),

∫100-101,1988

10)酒井捻子他 :本校の卒業時における基礎看護技術修得

度の検討,看護展望,7(2),1982

ll)細野喜美子他 二個人学習システムによる看護技術修得

の効率化をはかる研究- 学生の技術修得過程の分析

から- ,平成元年度教育方法等改善経費研究成果報

告書,1990

(1991年11月8日受理)

- 95-




